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「究極のホスピタリティとは？」
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【ご紹介】

■消化器外科ナーシング 2010 年１５巻１号（ﾒﾃﾞｨｶ出版）

庶務課の私が考案！患者さんの転倒・転落を防止 離床検知装

置「転倒むし R 」

■「子どもの療養環境を考えるー広報担当の立場から」

第６回子どもの療養環境研究発表会

「机にかじりつくのではなく、病棟に足を運び、患者さんや

医療者が、どこで何に困っているのかを発見することが私の

仕事」。「転倒むしＲ」は、患者の離床をナースステーション」

に知らせてくれる装置を考案・作成。

（当時は大阪市立大学医学部附属病院・運営本部庶務課在

大阪市立大学医学部附属病院内の

ホスピタルアート


